



A Study of Exile to the early modern Amami Islands
An analysis of two historical books: Exiles of the Tokugawa Shogunate 
and Shiginokuchi Disturbance of the Sadowara Domain
箕輪　　優
〈abstract〉
The Amami Islands, originally a territory of the Kingdom of RyuKyu, 
were invaded and colonized by the Satsuma feudal domain in 1609. 
Although some ten thousand convicted felons were sent to these islands 
from mainland Japan in the period of the Edo Era, the realities of the 
exiles have been hidden behind the thick curtain of secrecy.  It appears 
that many historical documents were set on fire by Satsuma during the 
chaotic period after the Meiji Restoration. The present paper deals with 
the actual situation in exile to The Amami Islands over the course of 200 





























































































































〇〇頁～四一二頁）と題して、西郷の奄美大島・徳之島・沖永良部島配流中の一部始終について書いている。また、 「遠 人と文化開発」 （第五篇一九
　
四一二
















とシマの民俗』 収「奄美諸島の遠島人について」である。この本は、近世期中に奄美諸島に流された遠島人ついて、まずその概数や諸島民中に占め 割合などの統計数字をのせ、そして、おそらくこの本は、奄美遠島人に関す 文献で現在判明しているものはほとんどすべて網羅しているといっても過言ではないほど内容が充実している。その意味で 第一級の奄美遠島研究書である。私もこの本に触発されてこの論文を書き始めた次第である。奄美へ 遠島は、公儀・薩摩藩













めとした諸島内事件についてもかなり しくページを割き（一二五頁～一四九頁） 、琉球からの遠 関ても、 『琉球王国評定所文書』
（一五）
を用いて丁寧 註







編纂委員である、喜界町誌編纂委員会編『喜界町誌』（喜界町、二〇〇〇年）を紹介したい。氏はこの中で多くの遠島人について書き記しているが、まず、 「道の島の人口の構成」 （第五章第五節二四四頁～ 六八
（　）−　60−147  　




































































































































































装させ、琉球・奄美と薩摩藩との関係を隠蔽した政策を行っていたが、そのような中「公儀流人」が全国各地から奄美諸島に「預リ流人」として流されてきていたのである。この事実は、当時、公儀（幕府）と薩摩藩との関係がどのようなものであったのか非常に興味を抱かせる。考えられることとして、例えば幕藩体制下における一方的主従関係であった か あるいは、薩摩藩は幕府の外様支配をかいくぐって密かに南島支配を画策していたのか等々、しかし そのようなことはこの史料からだ では具体的に判明し い。
さらに、幕府中枢から遥か遠方の奄美への流刑は多
































































































































































































































































































































ほとんどであるが、そ 中に っていずれも百姓や町人階級と推定されるこの「公儀流人」たちの記事は貴重である いうことである。
次に、この史料から 諸島に「公儀流人預り」




の存在 確認でき、佐渡や隠岐或いは伊豆諸島などにみられる「流人科書」 ・ 「流人存命帳」 ・ 「流人村別帳」などの「流人関係帳」が 奄美においても各代官所毎に存在したことが類推できる。なお、参考事項として、先田光演著『奄美の歴史とシマの民俗』には、天城町誌編纂委員会編 天城町誌』 （天城町、一九七八年）の中に遠島人の基本台帳 しての「家内改帳」が存在していたとする旨 記述がある（二二六頁～二二七頁） 。
そして、この史料からは本土同様流人の「村請制度」
の存在が確認できる いうことである。しかし、それは島民たちに大きな負担を強いたものと思われる。名越左源太が書いた『南島雑話』の中には、流人を上・中・下の三通りに分け、 「下通之流人同輩之集際、焼酎をしたゝかに呑、又は喧嘩する事如此。多く此類、流人也。ばくへき、酒乱、流人常と知るべし 」宮常一・原口虎雄・比嘉春潮編『日本庶民生活史料集成第一巻』 （三一書房、一九六八年、百十頁） 書かれ






















































きた者のみが書き得る深い洞察力と示唆に富んでおり大変参考となった。ここに謹んで満腔の感謝を申し上げます。また、私の大学院での指導教官でもあります成城大学文芸学部外池昇教授には、私の拙い文章について、大変お忙しい中微に入り細に渡り親身なご指導を頂きました。記して御礼を申し上げます。そして最後になりましたが、私の 友達でもある、成城大学大学院文学研究科日本常民 化専攻機関紙『常民文化』編集委員会委員の皆様方には、論文 募集から発刊まで、多大なるご配慮とご苦労をお掛け致しました とを心から御礼申し上げます。註（一）
　





















久光派とが争った。この事件で 、斉彬派が敗 首謀者の近藤隆左衛門、高崎五郎左衛門、山田一郎左衛門らが捕縛され、切腹十三人、遠島一七人など総数約五〇人にも上る処分者を出す「お家騒動」へ 発展し 俗に「お由羅騒動」 ・ 「高崎崩れ」 ・ 「近藤崩れ」などとも言わ る。 時奄美に流された著名人に「名越左源太 、 「大久保次右衛門」 、 「高崎佐太郎（正風） 」らがいる。 （出典） 喜界町誌』
（五）
　





明治三八年（一九〇五）喜界島大朝戸生。昭和五九年（一九八四）没。郷土史家、日本民俗学会員。著書に『趣味の喜界島史』 、 『喜界島の民俗』がある。 （出典） 『喜界町誌』
（七）
　
文政七年（一八二四 に発生した「鴫之口騒動」で竹下伊右衛門や中野弘らと共に に流された。遠島一七年後に赦免となるが帰藩せず、流謫地の小野津村で三十有余年にわたり「内田塾」を終生主催し多くの子弟を教育し 安政二年（一八五五）没。 （出典） 『趣味の喜界島史』
（八）
　








































































































































































































































明治一〇年（一八七七） 西南戦争において反政府軍 西郷軍）に加担した罪により、長崎県にて斬首処刑される。享年五一。鹿児島県令時代、奄美諸島抑圧政策を取っ ことでも知られる （出典）国史大辞典編集委員会編『国史大辞典』 （吉川弘文館、 九八六年）
（　）−　77−130  　
文献資料一覧（本文中に記載されなかったもの）一般図書関係　
磯部欣三
　
  『近世佐渡の流人』
　
文芸懇話会、一九六九年
　
近藤富蔵
　
  『八丈実記第四巻』
　
緑地社、一九七五年
　
近藤泰成
　
  『隠岐・流人の島』
　
いづみ書房 六一
　
名瀬市史編纂委員会編
　　 　 　
  『奄美史談・徳之島事情』
　
名瀬市、一九六四年
　
松下志郎編『 世奄美の支配と社会』
　
南方新社、一九八三年
県史関係　
鹿児島県社会科教育研究会高等学校歴史部
　　 　　　
  『鹿児島県の歴史』
　
県歴史研究会、一九六四年
　
鹿児島県歴史資料センター黎明館編
　　 　
  『島津斉彬公史料第第四巻
　
鹿児島県、一九八四年
　
鹿児島県歴史資料センター黎明館編
　　 　
  『島津斉宣・斉興公史料』
　
鹿児島県、一九八五年
市町村誌関係　　　　
  『笠利町誌』
　
笠利町、
　
一九七三年
　　
 『改訂名瀬市 （１・２巻・歴史編）
　
名瀬市、一九
九六年
　　　　
  『伊仙町誌』
　
伊仙町、一九七八年
　　
  『和泊町誌（歴史編） 』
　
和泊町、一九八五年
　　　　　　
  『知名町誌』
　
知名町、一九八二年
